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Ⅲ 医療事故情報等分析作業の現況

事例 2

【内容】

左大腿骨頭壊死の為、大腿骨頭回転骨切術施行、清潔ホールにて手術に必要な器械、医療器

材の準備をした。その間、展開の応援として、看護助手が器械、医療器材の展開の手伝いをした。

展開後、当事者は清潔ホールから手術室へ入室した。医師らにて患者の左下腿をイソジン消毒し、

その後足袋、弾性包帯を巻いた。開創、骨切まで行った後に、外回り看護師が、術野で使用し

ている弾性包帯が未滅菌のものであることを発見した。ただちに手術中断し創部を生食にて洗

浄後仮閉創となった。医師、器械出し看護師 (当事者)共に再度手洗いし、術野を消毒、器械

類全て滅菌したものを準備し、手術再開となった。その間の手術時間のロスは 1時間半程度で

あった。

【背景・要因】

・清潔ホールに医療材料として弾性包帯があがってきており、当事者は、医師から指示を受

けた器械、医療材料を展開した。清潔ホールからあがってくるもので、未滅菌材料が存在

すること (弾性包帯)を知らなかった。

・日頃から、滅菌使用期限の確認を怠っていた。

(3)事例が発生 した医療機関の改善策について

事例が発生した医療機関の改善策として、以下の内容が報告されている。

1)分かりやすい滅菌表示の検討

・業者へ、わかりやすい滅菌表示についての検討を依頼した。

2)確認の徹底

・他のスタッフ、業者に確認をする。

・外回り、器械出し看護師共に確認を確実に行う。

・同じような取り扱いの滅菌物をビックアップし、今後の取扱いについて検討する。

3)スタッフ教育

・滅菌の取り扱いについて勉強する。業者へ勉強会を依頼する。

・清潔ホールにも未滅菌医療器材があることを周知する。

・日頃から器械、医療器材の滅菌使用期限の確認を怠らないようにする。

(4)ま とめ

平成20年 6月 に提供した医療安全情報 No 19で は、事例が発生した医療機関の取り組みとし

て、医療材料は滅菌済み・未滅菌が判別しやすい表示にする、ことをl_5載 した。また、第22回報

告書では医療材料の外装の表示の工夫やメーカー、製造販売業者の協力も望まれることを掲載した。

本報告書分析対象期間に報告された事例には、二重・二重となっていた包装の、どの部分から滅菌

であるか明確に分からなかった事例があり、誰でも容易に理解できるパ

'ケ

ージや表示の工夫が望

まオ■る。

今後も引き続き類似事例の発生について注意喚起するとともに、その推移に注目していく。
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3 再発・類似事例の発生状況

【4】 「皮下用ポー ト及びカテーテルの断裂」 (医療安全情報 No.58)について

(1)発生状況

第 21回報告書の個別のテーマの検討状況 (101頁～ 108頁 )で取 り上げた。その後、医療安

全情報 No 58(平成 23年 9月提供)では、皮下用ポー トが埋め込まれている患者において、カテー

テルの断裂がおきた事例が報告されたことについて、「皮下用ポー ト及びカテーテル ③ の断裂」を取

り上げた (医療安全情報掲載件数 24件 集計期間 :平成 19年 1月 ～平成 23年 7月 )。    |
これまでの「皮下用ポー ト及びカテーテルの断裂」の報告事例件数を (図表Ⅲ-3-7)に示す。

図表Ⅲ‐3-8 医療安全情報 No.58「皮下用ポー ト及びカテーテルの断裂」
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(注)皮下用ポート及びカテーテ,レは、カテーテル医薬品注入ポート、注入用埋め込みボート、皮下用ポートカテーテルなどとも呼ばれる。
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図表皿‐3-7「皮下用ポー ト及びカテーテルの断裂」の報告件数

1～ 3月

(働

4～ 6月

l■ l

7～ 9月

(件 )

10～ 12月

(件 )

鉗
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平成 16年 0 0

平成 17年 0 0 0 0 0

平成 18年 0 1 0 1 2

平成 19年 0 1 1 1 3

平成 20年 1 2 2 5

平成 21年 1 0 1 0 2

平成 22年 2 3 4 1 10

3 0 3 0 6

24` 4 4
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